
 

平成２３年度 大学の世界展開力強化事業構想の概要【キャンパス・アジア中核拠点形成支援】 

大学名 東京大学 

構想名称 公共政策・国際関係分野における BESETO ダブル・ディグリー・マスタープログラム 

相手大学等名 

（国名） 

ソウル大学校国際大学院（大韓民国） 

北京大学国際関係学院（中華人民共和国） 

［構想の目的及び概要］ 

本構想においては、北京大学、ソウル大学校、東京大学の間でコンソーシアム（BESETO）を形成し、公

共政策・国際関係分野における大学院レベルでの日中韓交流の中で、交換留学及びダブル・ディグリー（DD）

の導入を目指す。 

【構想の目的】本構想の目的は、日中韓三国間協力ビジョン2020の趣旨に従い、日中韓における友好と協

力が三カ国間だけでなく世界にも利益をもたらすという観点から、アジアの高等教育のトップ機関である

３大学が協力し、東アジアにおける公共政策・国際関係分野での最高水準の学位プログラムをつくり出す

ことである。高水準である学術的成果を持つ三大学が、交換留学による単位互換、さらに進んでダブル・

ディグリーの学位プログラムを作り出すことによって、三大学の世界競争力を強化し、優秀なグローバル

人材を育成することで出来る。 

 

目的の具体的な中身は以下のとおり。 

 中国、韓国、日本のトップレベルの三大学の協力によって、公共政策・国際関係分野において世界的

に競争力のあるキャンパス連合を東アジア地域に形成すること 

 公共政策分野において、多文化的な視点を持つ次世代のアジアのリーダーを育成すること 

 北京・ソウル・東京のBESETOという枠組みを利用して、公共政策・国際関係大学院における三国間の

交換留学およびダブル・ディグリー・プログラムをつくり、革新的な教育方法や学習の開発に役立て

ること 

 BESETOで学ぶ学生が互いに学びあって知識を高めることができる環境を提供すること 

 東アジアの公共政策・国際関係分野において、長期的で継続可能な教育研究協力体制を開発すること

 現代における中国・韓国・日本についての相互理解を深めること 

 

【構想の概要】本構想の概要は下記の通りである。 

北京大学、ソウル大学校、東京大学の間でコンソーシアム（BESETO）を形成する。 

BESETO 間で各大学毎年 10 名の学生の派遣および同数の受入を行う。三カ国の理解を深めるため、原則と

して全ての参加学生が３か国で英語を使用言語とする教育プログラムを体験するシステムとした。これか

ら数年間の計画のうち、第一段階では「交換留学」、第二段階では「ダブル・ディグリー」を目指す。交換

留学の段階においては、参加学生は、出身大学で 1 年間、他の２大学で１学期（半年）ずつ学習し、それ

ぞれの留学中の単位を出身大学で認定して、２年間で出身大学の学位および留学中にキャンパス・アジア・

ログラムで単位を履修したことの認定書を他の２大学からそれぞれ受ける。ダブル・ディグリーの段階で

は、参加学生は、出身大学で1年間、２つ目の学位を受ける大学で1年間、さらにもう一方の大学で 1学

期間学習し、２年半で２大学の修了要件を満たして出身大学を含む２つの学位およびもう一方の大学の認

定書を受ける。さらに、３大学に１年ずつ在籍して３つの学位を取得するトリプル・ディグリーを実現す

る可能性を検討する。本構想では、単位認定の手続きを明確化し、東アジアの公共政策・国際関係分野に

おいて最高の質の保証を伴った学術交流プログラムとすることを目指す。 

参加学生の交流のほか、本構想においては、教員の相互派遣や職員の相互訪問をおこない、交流を深め

るとともに、三カ国の教員による集中講座などを企画し、東アジアの公共政策・国際関係分野におけるカ

リキュラムの共同開発を行う。また、それぞれの大学において受入れ学生のインターンシップ先の開拓を

行うことによって、参加学生の経験の幅をより広げるように努める。 

 

【本構想の付加価値】本構想は、東アジアでトップレベルの３大学の協力による、英語を教育言語とした

三国間でのダブル・ディグリー・マスタープログラムであり、先例のない試みである。 



 

 交換留学（単位互換、出身大学の

学位＋認定証２つ） 

 ダブル・ディグリー（出身大学の

学位＋もう1大学の学位＋認定

証） 
 インターンシップ 

 教職員交流（カリキュラムの共同

開発、集中講義など） 

 3 年間で3つ目の学位の可能性を

検討 
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［構想の概念図］ 

 

BESETO ダブル・ディグリー・マスター・プログラム 

 

 

 

例１：東大生 4 月入学の交換留学（東大に 1 年、ソウル、北京に 1 学期ずつ、計 2 年） 

1 年夏学期 夏季講座 1 年冬学期 2 年夏学期 夏季講座 2 年冬学期 

東大 ソウル大 

（単位） 

ソウル大 

（認定証） 

北京大 

（認定証） 
インターンシップ 

北京大 

（単位） 

東大 

（単位認定、学位取得） 

 

例２：東大生 4 月入学ダブル・ディグリー（東大に 1 年、ソウルに 1 年、北京に 1 学期、計 2 年半） 

1 年 

夏学期 

夏季講座 1 年 

冬学期 

2 年 

夏学期 

夏季講座 2 年 

冬学期 

3 年 

夏学期 

東大 ソウル大 

（単位） 

ソウル大 

（単位互換） 

ソウル大 

（単位互換） 
インターンシップ

北京大 

（単位） 

東大 

（単位互換） 

北京大 

（単位認定、認定証） 
東大・ソウル大の両方の修

了要件を満たし 2 つの学位

取得 
 

東京大学

公共政策大学院

北京大学

国際関係学院
交換留学（5-10名、MIS or ML＋認定証２つ）

ダブル・ディグリー（5-10名、MIS + ML＋認定証）

教職員交流（4名×1週間）

ソウル大学校

国際大学院等



平成２３年度 大学の世界展開力強化事業 審査結果表 

 

大 学 名 東京大学 

タ イ プ Ａ-Ⅰ 

構 想 名 
公共政策・国際関係分野における BESETO ダブル・ディグリー・マスタープ

ログラム 

〔評価コメント〕 

 

各国の高等教育をリードする大学が、これまでの優れた交流実績を活かして、公共政策という政治経

済に直結する分野でコンソーシアムを形成するという提案は、高く評価できる。また、単位互換からダ

ブル・ディグリー（さらにはトリプル・ディグリー）へと、明確な目標数値を掲げながら段階的な目標

を立てており、実現可能性が高いものと期待できる。さらに、教材の共同開発を行い、それらをオープ

ンコースウェアー化するという姿勢も評価できる。 

 

なお、卒業後のキャリアディベロップメントにつながるプログラムの開発など、学生のキャリア支援

に対してさらなる具体的方策が示されることが望まれる。 

 




